
令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 岸 中学校 ）     学校番号 ２０１                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 
「岸中 前へ！」脱コロナ令和５年度、社会に開かれた教育活動を転嫁し、一人ひとりの生徒が、明るく活気に満ち、
誇りと高い志をもって輝き続ける生徒を育成する。 

       

          

重 点 目 標 

１ 学びの自律化及び協働的な学びの充実 
２ 教育支援・教育相談体制の充実、コロナ下における学校行事の充実 
３ 本校教育活動の情報発信の充実、本校ＰＴＡとの連携強化 
４ 保護者・地域の期待に応える教育活動の充実 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和年月日 

番 号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

＜現状＞ 
○全国学力・学習状況調査や市の学習状
況調査では、国語、数学ともに全国、
市平均と比べ大変良好な結果である。 

＜課題＞ 
○市の学習状況調査では、学年が低いほ
ど、学習に対する意欲・態度に関する
質問に肯定的な回答をした生徒の割合
が低い。 

・学びの自律
化に向けた
取組 

①スタディサプリのＷＥＢドリ
ルや講義動画等を効果的に活
用する。 

②学習スペースを設置し広報し
て、多くの生徒に有効に活用
させる。 

③夏季特別学習会を実施する。 

①「よい授業」における生徒
の肯定的な回答の状況 

②学習スペースの利用状況、
定期テスト前の学習会の実
施状況 

③夏季特別学習会の実施状況 

①「学びの指標」アンケートにおける
平均値「主体的」3.2、「探究的」
3.3、「ＩＣＴ」3.2、「基礎」3.5 

②定期テスト前に図書館、学習室、学
習スペースを開放。開放日の平均利
用者２０名程度 

③夏季特物学習会を４９講座実施。 

Ｂ 

①スクールダッシュボードの
導入により効果的な利活用
の方法を研究する。 

②学力に係る調査において
は、市内でも高い水準にあ
り、今後も教育の質を維持
していく。 

 

●生徒の学力は、高い水

準にある。 

●ＩＣＴを活用した授業

実践に取り組み成果を挙

げた。今後も、授業の質

を向上する取組をお願い

したい。 

●スクールダッシュボー

ドの導入に当たり、生徒

に負担なく効果的に使用

できるよう取り組んでほ

しい。 

 

・協働的な学
びの実践状
況 

①タブレット端末を有効に活用
し、「主体的・対話的で深い
学び」の実現に取り組む。 

②「さいたまエンジン」を市教
委及び企業と連携して円滑に
実施する。 

①各教諭のタブレット端末の
活用事例の拡大状況 

②「さいたまカップ」におけ
るプレゼンテーションの状
況 

①学期に１回、タブレット端末を活用
した授業公開を行い、教職員間で活
用方法を共有し、毎日の授業に生か
した。 

②さいたまエンジンを実施、市内５企
業と連携。さいたまカップへ６チー
ム出場。 

Ａ 

①「学びの指標」アンケート
に挙げられる授業改善の視
点から、より質の高い授業
を実施できるよう研修を深
める。 

②新しいキャリア教育の一環
として「さいたまエンジ
ン」を継続する。 
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＜現状＞ 
〇全国学力・学習状況調査において、
「学校に行くのは楽しいと思います
か」に対して、本校は「当てはまる」
と回答した生徒は、全国に比べて約１
０ポイント以上高かった。 

＜課題＞ 
〇不登校生徒に係る教職員間の共通理
解・共通行動 

〇脱コロナとして、従来行ってきた行事
をどのように実施し、生徒たちに連帯
感・一体感や成就感・達成感を感じさ
せるかが課題である。 

・校内教育相
談体制の充
実 

①さわやか相談室・学習室・保
健室登校の生徒が目標を持っ
て学校生活を送れるようにす
る。 

②教員とスクールアシスタン
ト、保健室職員、相談室職員
との連携を強化する。 

①教職員が親身になって相談
に乗ってくれるに対して肯
定的回答９割 

②支援を必要とする生徒の情
報共有状況 

③スクールカウンセラー及び
さわやか相談員の活用状況 

 

①学校評価「教職員が親身になって相
談にのってくれる」の肯定的回答、
生徒 90.8%、保護者 99.6%。 

②週１回生徒指導教育相談部会、必要
に応じてケース会議を実施（今年度
２回）。 

③ＳＣ、さわ相に加えて、ＳＳＷ、特
別支援教育ネットワークの機能を活
用。 

Ａ 

①生徒や保護者の困り感を敏
感に感じ取り、気づくこと
のできる感覚をもった教職
員の育成を行う。 

②外部機関との連携を行い、
生徒、保護者、家庭へ多様
な支援が行き届くようにす
る。 

 

●外部機関と連携するケ

ースが増え、必要な支援

が行き届いている。 

●今後も、生徒の個別の

課題について、丁寧に行

き届いた支援をお願いし

たい。 

●コロナ禍の経験を踏ま

えて、以前の学校行事を

行うことができた。岸中

でしか経験できない行事

を維持継続。充実してほ

しい。 

・コロナ下に
おける学校
行事の充実 

①様々な状況下で可能な限り、
行事等を工夫して実施してい
く。 

②生徒が主体的に活動に参加で
きるように工夫する。 

①学校行事等の実施状況 
②学校外の機関の行事への参
加 

③行事に係る生徒アンケート
の肯定的回答状況 

①体育祭、文化祭保護者参観可として
実施。カナダ国際交流を実施。３年
修学旅行、２年志賀高原林間、１年
自然の教室を実施。 

②公民館、青少年育成会主催行事、浦
和まつり等へ参加。 

③行事に係る生徒アンケート肯定的回
答 97.5％ 

Ａ 

①コロナ禍の経験を生かし
て、目的を達成するため
に、最も効果的な実施時
期、実施方法等を検討し、
改善する。 

②日頃の活動の成果を地域の
方に評価していただく機会
を充実していく。 
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＜現状＞ 
〇学校運営協議会と協働しながら、地域
全体で生徒を育てていくことを共有し
た。 

＜課題＞ 
〇保護者や地域の方々が学校に来る機会
を増やしていくこと。 

・ＰＴＡとの
連携強化 

・学校運営協
議会との連
携強化 

①ＰＴＡ本部役員の皆さんとの
打ち合わせを行う回数を増や
して行く。 

②学校運営協議会における熟議
を充実する。 

①ＰＴＡ及び期成会の支出に
ついて整理状況 

②学校運営協議会における熟
議の内容 

①生徒の活動へ支援として、適正な手
続きのもとご助力いただいた。 

②生徒会主催のあいさつ運動への協力
について、運営協議会内で役割分担
を行い、生徒の活動支援を行った。 

Ｂ 

①各行事の実施に係る支援を
中心に、ＰＴＡの協力を得
ていく。 

②教育活動の質の向上のた
め、学校運営において熟議
を重ねいく。 

 

●生徒会の提案の「あい

さつ運動」を運営協議会

で熟議し、役割を明確に

して実施することができ

た。 

●文化祭では、保護者が

他学年の発表を参観でき

てよかった。今後も、生

徒の良い活動を参観する

機会を継続してほしい。 

●HP を活用した広報を一

層工夫してほしい。 

・本校教育活
動・ＰＴＡ
活動に関す
る情報の発
信 

①ホームページによる情報発信
を積極的に行っていく。 

②保護者が来校する機会を増や
していく。（アンケートの実
施） 

①ホームページの更新や学校
だよりの発行。 

②学校を公開した回数保護者
アンケートの内容 

①校内で実施した、生徒の活動につい
て月１回程度ホームページを更新。
また、月１回学校だよりを発行し、
生徒の活動の様子を伝えた。 

②学校を公開した回数６回（文化祭、
体育祭を含む）。生徒の活動、教職
員の支援について概ね肯定的な回答
を得た。 

Ｂ 

①学校ホームページの更新頻
度をあげていく。 

②学期の１回以上、学校を公
開するよう、年間行事を計
画していく。 
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＜現状＞ 
〇保護者や生徒、地域住民の皆様方の負託を
受け、岸中学校に通う生徒のために、業務
に勤しむ姿を見ることが出来る。 

＜課題＞ 
〇歴史と伝統ある岸中学校ゆえに、異動して
きた教職員が、岸中学校の保護者や生徒の
要望をつかみきれずにいる。 

・教職員の教
育に係る意識
や知識の向上 
（資質の向
上） 

①教職員への啓発資料を作成し、掲
示もしくは配付する。また、運営
委員会、生徒指導委員会、職員会
議における支持伝達における啓発 

②臨時的任用教員への指導（学習
会）を実施する。 

③教職員輪番制による危機管理スピ
ーチを実施する。 

①啓発資料の提示回数（月に
２回以上） 
②教職員の研修回数（５回以
上） 
③危機管理に係る指導の実施
回数（８回以上） 

①啓発資料の提示月２回以上 
②教職員の研修回数月１回５回以上 
③危機管理に係る指導の実施８回以上 
 

Ｂ 

①学校課題研究をとおして、授
業方法、生徒指導教育相談的
指導方法、特別支援教育への
対応等について研修し、理解
を深める。 

②業務の整理、効率化に取り組
み、教職員の心身の健康を維
持し、教育の質の向上を図
る。 

 

●ＩＣＴを活用した授業

実践について、計画的に

学校課題研究として取り

組んだ。 

●質の高い授業、質の高

い指導ができるよう、今

後も、研修の機会の充実

をお願いしたい。 

 


